
 

成績概要書（2006 年 1 月作成） 
課題分類： 

研究課題：飼育期間の短縮可能な改良型高品質肉用鶏「北海地鶏Ⅱ」 

(高品質肉用鶏「北海地鶏」の大型化) 

担当部署：道立畜試 家畜生産部 特用家畜科 

予算区分：受託 

研究期間：2003～2005 年度（平成 15～17 年度） 
１．目的 

北海地鶏は、シャモ中型系統の雄にﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞﾚｯﾄﾞの雌を交配した F1 雌鶏に、名古屋
種の雄を交配する三元交雑鶏であり、平成 4 年に造成されて以来、高品質肉用鶏として評
価を得ていた。しかし、経済性からみて飼育期間の短縮が必要であるとの課題が指摘され

ていた。 

そこで、肉質を落とさず発育を向上させるため、北海地鶏の基礎系統の１つであるシャ

モを中型系統から大型系統に置き換えた改良型高品質肉用鶏「北海地鶏Ⅱ」を作出し、飼

育期間の短縮化を図り、生産効率の向上を目指す。 
 

２．方法 

1)シャモ大型系統の特性調査と中型系統との比較 

2)大型系統を利用した F1 雌鶏と中型系統を利用した F1 雌鶏の比較 

3)大型系統を利用した改良型高品質肉用鶏「北海地鶏Ⅱ」の作出と従来型北海地鶏との比較 

4)順次出荷方式が肉質特性に及ぼす影響 

5)飼育モデルの設定と収益性の試算 

 

３．成果の概要 

1)43 週齢の体重は雄雌ともに有意に大型系統が重く、採精量および総精子数も大型系統
が多かった。 

2)産卵率は、従来型 F1 雌鶏が 70.7%に対し、改良型 F1 雌鶏が 61.6%と低かった（表 1）。
F1 雌鶏１羽当りの出荷雛数は、従来型が 192 羽に対し改良型が 134 羽と低く、生産コ
ストの低減を図る上で、改善すべき点であると考えられた。 

3)-① シャモ大型系統にﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞﾚｯﾄﾞの雌を交配した F1 雌鶏に名古屋種の雄を交配し
て改良型高品質肉用鶏「北海地鶏Ⅱ」を作出した。 

3)-② 4 週齢以降の体重推移は改良型が従来型より有意に重く、大型系統による効果は三
元交雑鶏でも顕著であった（図 1、2）。 

3)-③ 改良型の設定出荷体重（雄 2,800g、雌 2,200g）に到達する日齢は、雄は 99 日、雌
は 105 日であり、従来型より雄で 12 日、雌で 11 日短縮された。 

3)-④  改良型の飼料要求率はやや低く、雄は 3.68、雌は 3.94 であった。と体に対する正
肉割合に差はなかった（表 2）。 

3)-⑤  改良型は肉色ではL＊値（明度）が高い傾向にあり、剪断力価は低い傾向にあった
が、イノシン酸およびグルタミン酸含量に差はなかった(表 2)。 

4)出荷体重に達した個体から順次出荷する方式を想定した場合、改良型と従来型ともに雄
15～18 週齢、雌 17～20 週齢の間で剪断力価は高くなる傾向にあったが、それ以外の肉
質特性に大きな差はみられなかった。 

5)雄種鶏および F1 雌鶏と三元交雑鶏を飼育する農場を想定して肉生産性、飼料費等の費
用および正肉販売額を比較すると、改良型は費用は増加するが、飼育期間が短縮したこ

とにより年間生産正肉量が増加し、収入増となると試算された。 
 
 北海地鶏の基礎鶏であるシャモの中型系統を大型系統に置き換えることにより、肉質を維持した

まま発育の向上した改良型高品質肉用鶏「北海地鶏Ⅱ」を作出した。これにより飼育期間が短縮

でき、生産効率の向上に寄与できる。 

 



 

表1　改良型F1雌鶏および従来型F1雌鶏の産卵成績

従来型F1雌鶏 改良型F1雌鶏

供試羽数 羽 40 40

生存率（21～64週齢） % 97.5 90.0

産卵率 % 70.7 61.6

平均卵重 g 58.1 61.0

日卵量 g 41.1 37.6

飼料要求率 3.40 3.83

50%産卵日齢 日 183 177

F1雌鶏の１羽当り出荷雛数 羽 192 134

※産卵率はヘンディ産卵率（延べ羽数に対する総卵数の割合）

　　F1雌鶏の1羽当り出荷雛数=平均卵重が50ｇ以上になった日から450日齢までの日数×

                                        産卵率×三元交雑鶏の孵化率×生存率

          図1　　北海地鶏および北海地鶏Ⅱの体重推移(雄)  図２　　北海地鶏および北海地鶏Ⅱの体重推移(雌)
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表2　　と殺解体成績

交配 と殺 モモ肉の グルタミン酸

性 モモ ムネ 腹腔内 + イノシン酸

様式 週齢 肉 肉 脂肪 剪断力価 グルタミン

% kg mg/100g μmol/g

北海地鶏 16 2,762 ± 57 23.4 15.0 3.3 42.4 2.5 2.1 67.5 12.4

北海地鶏Ⅱ 15 2,878 ± 69 22.8 15.8 3.3 41.9 2.3 2.2 66.9 13.0

北海地鶏 17 2,212 ± 46 20.6 15.4 3.3 39.3 4.3 2.4
a

69.5 12.1

北海地鶏Ⅱ 16 2,183 ± 60 21.6 15.6 3.5 40.7 3.0 1.9
.b

87.7 10.3

※異文字間で有意差有り(P<0.05)

雄

雌

と体に対する重量割合

ササミ 正肉

と殺前

体　重
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 ４．成果の活用面と留意点 
 1)改良型 F1 雌鶏は産卵率が低い傾向にあるので、改良型を生産する場合は雄種鶏および

F1 雌鶏を多く用意する必要がある。 
 2)悪癖の発生には十分注意し、場合によってはデビーク等の適切な処置を行う。 
 

５．残された問題とその対応 

 1)F1 雌鶏の産卵性の改善による三元交雑鶏の生産性向上 
 2)北海地鶏Ⅱに適した飼養管理技術の確立 
 

 


